
606千円/10a

産地パワーアップ事業の取組事例 （広島県）

取組の概要

取組の概要 ：施設化による長期安定供給体制の推進

計画作成主体：世羅町担い手育成協議会

対象品目 ：アスパラガス（産地面積：16.2ha）

主な取組主体：農業者５名

成果目標 ：販売額の10％以上の増加

助成金の活用：生産支援事業（パイプハウス資材の導
状況 入）

ポイント

産地の現状と目標

〈現状:H28年度〉

〈目標:H32年度〉

作付面積：16.2ha
販 売 額：693千円/10a

作付面積：17.9ha
販 売 額：606千円/10a

事業効果

Ｈ28年度 Ｈ32年度

○施設化により高品質安定生産を確立する

ことにより、産地形成が実現されるとと

もに、生産者の所得向上につながり、ア

スパラガスの産地強化が期待される。

推進体制

地域の関係者（世羅町・尾道市農業協

同組合・広島県）が一体となり、事業を

推進。

施設化を行うことにより、長期

安定供給体制を構築し、計画的な

生産・出荷を行うことで生産農家

の所得向上により産地強化を図る。

地域における独自の取組

○長期安定供給体制の構築による計画的

な生産・出荷の取組。

○施設化による病害虫の抑制や収量・品

質向上の取組。

〇施設化による早期出荷の取組。

〈主な取組〉

＋14％

地区の概要

～アスパラガスの販売額～

広島県
世羅町

693千円/10a


